
手話はいかに捉えられているか
―大学生を対象とした調査から―

山 本 雅 代

�．はじめに

手話は、長らく「言語」としての地位を与えられないままに、ろう者間のコミュニケー

ションの手段として用いられてきた。歴史を遡れば、紀元前５世紀にはすでに手話が使わ

れていたとされる（Marschark, Schick & Spencer,２００６）が、言語として認知されるよう

になったのは１８世紀末頃のフランスであったと言われる（コーバリス，２００８／２００２）。そし

て、その言語としての体系が、アメリカの言語学者 Stokoe（１９６０／１９７８）によって明らか

にされたのは２０世紀も半ばを過ぎた頃である。

コミュニケーションの手段として長い歴史を持ちながらも、「言語」と認知されてから

の歴史は、もし Stokoeの研究をその出発点とするならば、ここ５０年ほどのものに過ぎな

い。そうした歴史のずれが背景にあってのことか、一般のみならず言語に関わる学界に

あってさえも、手話は言語であるとの認知が十分でないらしいことが、手話研究者や推進

者などの言説に読み取れる（詳細は山本，２００９を参照）。

手話は未だ言語として広く認知されるに至っていないのか。一体、手話はいかに捉えら

れているのか。本稿では、大学生を対象に実施した、手話に関するある質問紙調査の結果

の中にその答えの手がかりを探ってみたい。

�．言語としての手話―その認知度への懸念

手話が言語として十分認知されていないとの手話関係者の懸念は随所に認められる。こ

れについては、山本（２００９）で詳察しており、ここではそれをなぞることになるが概見し

ておきたい。

まずは、「全国ろう児をもつ親の会」（以後、親の会）による『ろう児の人権宣言』（以

後、人権宣言）（２００３）である。１０の条項からなるこの人権宣言で、親の会はこう宣言す

る――「ろう児とろう者の母語は日本手話です」（全国ろう児をもつ親の会，２００３，

p．４）。そして、これに次のような解説を添えている。

ろう児とろう者には、自然に獲得できる日本手話という視覚言語があります（日本語
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対応手話ではない）。日本手話は、英語、ドイツ語、フランス語、中国語、もちろん

日本語など、ほかの言語と同等で、遜色のないひとつの言語であることが証明されて

います。（岡本，２００３，p．１１）

すでに広く認知された言語には不要な、「ひとつの言語である」との断り書きが、手話

の立場を雄弁に語っている。数多ある言語の一つとして認知されていないと承知している

からこその断り書きであろう。

また手話研究者、推進者による手話の概説書、啓蒙書などにもその懸念が認められる。

これらの著書をめくると、必ずと言ってよいほど、手話が言語である旨の断り書きが見つ

かる。

そうした状況下で、手話（日本手話）が１つの自然言語であり、言語学の研究対象で

あることを訴えるべく…。 （神田，１９９４，pp. i―ii）

まず初めに、“手話はひとつの独立した言語である”とおさえておいてください。

（草の根ろうあ者こんだん会，１９９８，p．７）

手話は音声言語同様に、自然言語のひとつである。 （米川，１９９８，p．２０）

ところで、みなさまには、「手話は言語である。」ということを実感していただけるで

しょうか。 （鈴木，２００１，p．３）

ひとつは「ろう者の手話は独立した言語である」ということであり…。

（イ，２００６，p．１０）

手話とは何かといえば、それは言語です。 （全国手話通訳問題研究会，２００７，p．５２）

では、言語を研究対象とする言語学では手話をどう捉えているのだろうか。典型的な言

語学の概説書では、まず例外なく、言語とは何か、言語が言語たる要件とは何かについて

の解説がみつかるが、ここにそうした概説書８種（１９７８年～２００４年出版）１）を括ってみる

と、うち６種で、（人間）言語の要件の１つは音（声）を用いることとある。となれば、

音声を基本としない手話は言語と認められないことになる２）。このような言語観は、手話

研究者や推進者らが批判の対象とするところであり（たとえば、神田，１９９８；中

野，２００２）、それがために手話の研究が遅れたのだと神田（１９９８）をして言わしめた、そ

の言語観そのものである。

ここで括った概説書は二桁にも満たない数ながら、初学者に言語学の基本を説く書が、

学界において広く支持される言語観に強く影響を受けているであろうことは十分に想像し

１）特定の概説書を批判することを本旨とするものではないため、出典情報は伏せたままとする。
２）ただし内１種は言語は基本的には音（声）になるとの立場を取りながらも、手話を言語として認めてい
る。残る２種では音を用いずとも言語であるとの立場をとり、明確に手話を言語と位置づけている。
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うることである。手話関係者の懸念は単なる杞憂ではなさそうである。

次節では、大学生を対象者に実施した、手話に関する質問紙調査の結果を概観し、手話

はいかに捉えられているのか、その問いへの答えの手がかりをそこに探ってみる。

�．調査

本調査は２００４年６月～７月にかけ、筆者の勤務校に通う大学生を対象に実施したもので

ある３）。当時の学部総数８学部のうち、神学部を除く７学部について、各学部所属の教員

有志の協力を得て実施、大学全体の学部生総数１７，６８２名の１０％強に相当する１，７９５の有効

回答を得た。なお、ここでは分析の便宜上、在籍学年を１年～４年生以外の「その他」と

答えた者５名を除いた、１，７９０名を分析の対象とした。

質問紙は授業進行の大きな妨げにならないよう、また学生の負担を考慮して、ごく短時

間で回答できるように、簡単なフェースシートと質問項目が５つ（＋該当者のみを対象と

した追加質問項目４つ）ほどのごく簡便なものを作成、使用した（付録１）。質問項目は

以下の通りである。

�フェースシート�属性：学部、学年、性別
Ｑ１．あなたは「手話」が使えますか？

Ｑ１x．どの程度使えますか？

Ｑ２．これまでに「手話」を学んだことがありますか？

Ｑ２x．どこで学びましたか？

Ｑ２y．学んでみたいと思ったことがありますか？

Ｑ３．「手話」に興味がありますか？

Ｑ４．もし関学４）で「手話」の授業が開講されることがあれば、学んでみたいと思います

か？

Ｑ５．関学で「手話」を、通常の授業の１つとして開講することについてどう考えます

か？

Q５x．なぜそう思いますか？

３）当調査は、全学の学生が履修可能な言語科目としての「日本手話」の開講を提案するため、その基礎資料
収集の一環として、筆者が、同僚１６名の協力を得て、個人という立場で実施したものである。そのような
事情から、調査結果については、もとより公刊を目指したものではなかったが、手話をめぐる新しい思潮
が示唆される結果を得て、調査から６年が経過したこの期ながら、これを広く閲覧に供すべきと考えるに
至り、ここに公刊するものである。なお、上記同僚の先生方には多大なご協力・ご支援を戴いた。お名前
を伏したままながら、改めて、ここに感謝の意を表したい。

４）「関西学院大学」の略称
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表１：学部

文 社 法 経 商 理 総 合計

２４９
（１３．９）

１７０
（９．５）

２０９
（１１．７）

２４６
（１３．７）

２４３
（１３．６）

３４７
（１９．４）

３２６
（１８．２）

１，７９０
（１００．０）

χ２＝９０．３４９，df＝６，p＝．０００

表２：学年

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 合計

１，０７１
（５９．８）

４３０
（２４．０）

２１２
（１１．８）

７７
（４．３）

１，７９０
（１００．０）

χ２＝１，３００．０８７，df＝３，p＝．０００

表３：性別

女性 男性 合計

８０８
（４５．１）

９８２
（５４．９）

１，７９０
（１００．０）

p＝．０００

はい いいえ 合計

２０９
（１１．７）

１，５８１
（８８．３）

１，７９０
（１００．０）

p＝．０００

表４：Q１．あなたは「手話」が使えますか？

�．結果

まず、回答者の属性（学部、学年、性別）を整理しておく。

所属する学部（表１）は文学部（文）、社会学部（社）、法学部（法）、経済学部（経）、

商学部（商）、理工学部（理）、総合政策学部（総）の７学部で、学部間で回答者数に有意

な差があり、理工学部（n＝３４７，１９．４％）と総合政策学部（n＝３２６，１８．２％）で多く、

社会学部（n＝１７０，９．５％）で少ない。在籍の学年（表２）については１年生が有意に多

く、過半数（n＝１，０７１，５９．８％）を占め、性別（表３）では男子学生（n＝９８２，５４．９％）

が有意に多かった。

質問項目への回答結果は以下の通りである。

Ｑ１．あなたは「手話」が使えますか？

実際に手話が「使える」と回答した者は全体の１１．７％（n＝２０９）であったが（表４）、

「使える」も、その程度は「少しだけ」が、無回答２名を除く全体 n＝２０７の大多数９８．１％

（n＝２０３）を占めている（表５）。

【L：】Server／関西学院大学／言語と文化 第１４号／山本雅代 ３ 校

言 語

― ―32



とても流暢 まあ流暢 少しだけ 合計

１
（０．５）

３
（１．４）

２０３
（９８．１）

２０７
（１００．０）

χ２＝３９０．３７７，df＝２，p＝．０００

表５：Q１ x．「はい」→ どの程度使えますか？

はい いいえ 合計

４９３
（２７．５）

１，２９７
（７２．５）

１，７９０
（１００．０）

p＝．０００

表６：Q２．これまでに「手話」を学んだことがありますか？

表７：Q２ x．「はい」→ どこで学びましたか？

学
校

家
族
や
友
人

Ｔ
Ｖ

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

本 独
学

体
験
学
習
な
ど

サ
ー
ク
ル

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

合
唱
団

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
イ
ト
先

そ
の
他

合
計

４０１
（７６．１）

２８
（５．３）

２０
（３．８）

１７
（３．２）

１５
（２．８）

１１
（２．１）

７
（１．３）

３
（０．６）

３
（０．６）

３
（０．６）

２
（０．４）

２
（０．４）

１５
（２．８）

５２７
（１００．０）

はい いいえ 合計

５２３
（６４．４）

２８９
（３５．６）

８１２
（１００．０）

p＝．０００

表８：Q２ y．「いいえ」→ 学んでみたいと思ったことがありますか？

Ｑ２．これまでに「手話」を学んだことがありますか？

これまでに学んだことが「ある」とする者は全体の２７．５％（n＝４９３）であった（表

６）。学んだ場所として最も多かったのが「学校」で、全体 n＝５２７５）の７６．１％（n＝４０１）

を占め、続いて「家族や友人」（５．３％，n＝２８）、「TV」（３．８％，n＝２０）、「福祉センター

など」（３．２％，n＝１７）などが並んだ（表７）。

一方、学んだことが「ない」と答えた者（n＝１，２９７）の内、学んでみたいと思ったこ

とが「ある」者は、無回答４８５を除く全体 n＝８１２の６４．４％（n＝５２３）を占める（表８）。

５）複数回答を含んだ数

【L：】Server／関西学院大学／言語と文化 第１４号／山本雅代 ３ 校

手話はいかに捉えられているか……山本 雅代

― ―33



はい いいえ わからない 合計

９６２
（５３．７）

４３４
（２４．２）

３９４
（２２．０）

１，７９０
（１００．０）

χ２＝３３６．８７６，df＝２，p＝．０００

表９：Q３．「手話」に興味がありますか？

はい いいえ わからない 合計

９０７
（５０．７）

４３６
（２４．４）

４４７
（２５．０）

１，７９０
（１００．０）

χ２＝２４２．２１３，df＝２，p＝．０００

表１０：Q４．もし関学で「手話」の授業が開講されることがあれば、学んでみたいと思いますか？

よいと思う 不要だと思う わからない 合計

１，２４９
（６９．８）

８１
（４．５）

４６０
（２５．７）

１，７９０
（１００．０）

χ２＝１，１９０．１６０，df＝２，p＝．０００

表１１：Q５．関学で「手話」を、通常の授業の１つとして開講することについてどう考えますか？

Ｑ３．「手話」に興味がありますか？

興味が「ある」と回答した者は過半数を占め、全体の５３．７％（n＝９６２）であった（表

９）。

Ｑ４．もし関学で「手話」の授業が開講されることがあれば、学んでみたいと思います

か？

開講されたら「学んでみたい」とする者は全体の約半数５０．７％（n＝９０７）を占め、そ

う思わない者を大きく上回った（表１０）。

Ｑ５．関学で「手話」を、通常の授業の１つとして開講することについてどう考えます

か？

通常の授業の１つとして開講することを「よい」と考える者は全体の６９．８％（n＝

１，２４９）を占め、「不要」の４．５％（n＝８１）を圧倒した（表１１）。

授業として開講することについて総数１，２７４件の意見が寄せられ、内、「よいと思う」回

答者の意見が１，１９１件（９３．５％）、「不要だと思う」回答者と「わからない」とする回答者

の意見が合わせ８３件（６．５％）で、前者が圧倒的に多数であった（表１２）。

「よいと思う」回答者の意見は、疑問も併せ呈した３件を除くと、当然のことながらす

べて肯定的な意見であり、それらは、言語、コミュニケーション・交流、視野・教養・知

識の摂取、有用性、必要性、希望者への学習機会提供の必要性、学ぶ機会と選択肢の拡
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表１２：Q５ x．「よいと思う」／「不要だと思う」→ なぜそう思いますか？

よいと思う回答者の意見 小計 １，１９１（９３．５％）

言語
コミュニケーション・交流
視野・教養・知識の摂取
有用性（積極的・消極的）
必要性
希望者への学習機会提供の必要性
学ぶ機会と選択肢の拡大
手話の普及や手話・福祉への関心
バリアフリー
ろう者への手伝い・助け・貢献
学校の理念・モットー
楽しさ・面白さ
大学での教育科目として実施することへの疑問＊

その他

７８（６．５）
３１９（２６．８）
７１（６．０）
１４９（１２．５）
３４（２．９）
２２５（１８．９）
２３（１．９）
７３（６．１）
９（０．８）
５９（５．０）
５（０．４）
１５（１．３）
３（０．３）

１２８（１０．７）

不要だと思う・わからない回答者の意見 小計 ８３（６．５％）

大学での教育科目として実施することの不適さ
授業での習得可能性への疑問
無関心さ
需要の低さ・欠如
不要・不用・使用機会の欠如
その他

１５（１８．１）
１１（１３．３）
６（７．２）
７（８．４）
２３（２７．７）
２１（２５．３）

合計 １，２７４（１００．０％）

＊開講を支持しながらも疑問を呈した意見

大、手話の普及や手話・福祉への関心、バリアフリー、ろう者への手伝い・助け・貢献、

学校の理念・モットー、楽しさ・面白さ、その他に分類される内容で占められていた。

一方、「不要だと思う」回答者の意見としては、たとえば「大学にそんなことを学びに

来ていないから」（ID＃１６２８）、「何でもかんでも授業にすればよいとは思わない 大学と

は社会に出て身につく力をつける所である」（ID＃１６５６）、「学問ではない」（ID＃１５８０）、

「サークルでもつくって勝手にやれ、そんなことに授業料ついやすのはおろか」（ID＃

１６１０）、「必要ないから。ムダ」（ID＃１５１８）など、必要性・有用性の欠如、学問的意義へ

の疑義などに分類できる内容のものであった。

ここで注目すべきは、支持する意見の中に、手話は言語であることを直接的、間接的に

述べているもの（n＝７８）が含まれていたことである。付録２に、７８件すべての意見を掲

載しているので参照されたい。

結果を総括すると、回答者のほぼ４人に１人がこれまでに手話を学んだ（触れた）こと

があり、その多くが、学校での何らかの活動を通じて、そうした経験をしてきている。た

だ、実際に使えるとする者は１０人に１人ほどで、それもほぼ全員が少し使える程度であ
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る。しかし、回答者の半数が手話に興味を持ち、また同じく半数ほどが、もし大学の通常

の科目として手話の授業が開講されれば学んでみたいと考えている。また自分が受講する

かどうかは別として、多数の者が手話を大学の授業として開講することはよいことだと考

えている。全体として手話はおおむね肯定的に受け止められているようすが伺えた。

本調査の質問項目には、手話を言語として認知しているか否かを直裁に尋ねる問いは含

まれていない。しかし回答者の一部は、「１つの言語であると思うから」（ID＃１０２）、「手

話も１つの言語であるのだから、開講してもなんら不思議ではないと思う」（ID＃１６６０）、

「英語や仏語の様に手話も一つの言語だと思います」（ID＃１７８７）など、自ら、手話が言語

であることを直接的、間接的に語っている。一部とは言え、「手話は言語である」ことを

疑いなく認知している学生たちの存在を確認することとなった。

�．おわりに

手話はどのように受け止められているか、手話は言語として広く認知されるに至ってい

ないのかとの問いに答える手がかりを求めて、大学生を対象とした簡便な質問紙調査の結

果を概観した。その結果は、大学へ入学するまでの間に手話との何らかの接触を持ち、こ

れに関心を寄せ、手話を言語として認知する新しい世代が育ちつつあることを示唆するも

のであった。

筆者の勤務校では、２００８年４月、新たに開設された人間福祉学部が「日本手話」を言語

教育の位置づけで採択、開講し、以後、多くの学生たちが日本手話の言語構造やろう文化

に関する講義と併せ、日本手話の実技を学んでいる。また高等教育における日本手話の教

授に適した教材の開発や教授法の研究を課題とした研究プロジェクト（関西学院大学総合

教育研究室，２００９）も進んでいる。

言語としての「日本手話」の開講、多くの学生の受講、また教材開発研究の推進も、手

話は言語であるとの認知があってこそのものと筆者は考えている。現在は、単一の学部で

のみ開講されている科目であるが、いずれ全学の学生が受講できるような科目として開講

される日もやってくるであろう。また他の大学でも同種の取り組みが始まったと聞く（た

とえば東京大学，２００９）６）。「手話は言語である」との断り書きが不要になる日もさほど遠

い先のことではなかろう。

参考文献
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ID
学
部
学
年
性
別 意見

１
１０２
１０７
１２２

１４０
２２６
２５１
２５２

２７４

２７９
２８０

２８１
３４８
３８１
４０４

４４６
４５６
４６１

４６７
５６０
６８９
７３７

８００

８０９
８２１
８３５
８３８
８７６
８８０
８９２

９００

９１７

９７６
１０１４
１０２３

１０３１

商
商
商
商

商
商
文
文

文

文
文

社
社
社
経

文
文
文

法
法
経
経

社

社
社
文
文
文
文
文

文

経

経
経
経

経

１
３
２
２

１
２
２
２

２

３
４

１
１
３
１

１
２
３

１
１
１
１

１

１
３
１
１
２
２
２

３

２

１
１
２

３

男
男
女
女

女
女
女
女

男

女
女

女
男
女
男

女
女
男

女
女
女
男

女

女
女
女
女
女
女
男

女

男

男
男
女

男

なんでもそうだが授業数は多い方がいいから。あと大切な語学の一つだと思うから
１つの言語であると思うから
手話も１つの言葉だし、耳が聞こえない人と話すために大切な手段だから。
日本語以外の言語を話せるようになったら便利なように、手話ができたらとても便利。
役立つ�
手話も１つの言語だし、興味を持ってる人も多いと思うから。
私たちが普通に語学を学ぶということと同じだと思うからです。
興味がある人はたくさんいると思うし、言語の１つだと思うから。
大学では様々な言語が習ばれており、手話も言語の一つであると思うから。使用者も日
本にたくさんいるはずで、便利だと思う。
手話も一つの言葉だし、コミュニケーションをとることは、みなが関心をもっているこ
となので、開講すれば、多くの学生が来ると思います。僕もとても興味あります。
福祉の世界を知るきっかけにもなるし、何より言語の１つだから語学を学ぶ感覚で
もともとは聴覚が不自由なひとたちのための会話手段だけど、それを言語として研究す
ることがおもしろそうだから。
手話は言語だから。
英語も必要だが、手話のような言語もこれからは必要だと思う。
言語の一つだと思うから
手話も言語の１つだから、イタリア語初歩やアラビア語初歩のように、授業にあっても
いいと思う。
言語のひとつだと思うので。
１つの言語として考えると、ドイツ語や英語と変わりはないから。
言語の一つだから。英語などと同じように扱って当然だと思う。ただ、忙しい大学生活
の中で、それを修得する時間があるか疑問。必修にしてくれればよい。
手話も立派な言語、コミュニケーションの一つだと思うから
言語の一つとして身につける必要があると思うので。
英語やドイツ語を習うのと同じだと思ったから
英語や他言語を学ぶのと同じで、自分の見識を広め、自分自身を成長させることが出来
るから。
手話も言語の一種として考えてよいと思うから。英語、ドイツ語、フランス語を学ぶよ
うに選んでよいと思う。
手話も１つの言語だと思うので。
手話を１つの言葉として習得したいと考えるから
話す言葉がまた１つ増えると思うから。
話せる言葉が増えるのはすてきだと思うから。
手話も１つのコトバだから。
手話も他の言語と同じであり、すばらしい考えだと思う！
手話は言葉の１つだから、英文とか日文とかあるのだから、手話の授業があっても良い
と思う。
手話は立派な言語の１つだし、それをすることによって世界が広がると思うから。オレ
ンジデイズを見て興味を持った人も多いと思うので、開講するなら今だと思う。
手話も、一つの言語だと思うので、外国語を勉強するのなら、手話を勉強する機会が
あっても良いと思う。
手話は１つの言語として認識されるべきだから。
手話も言葉だから。
１つの言語として捉えれば、他の言語と違いがないと思う。特別に手話を扱わなくても
よいと思うから。
手話も一つの言語であるので、第２外国語の選択肢に入れても良いと思う。本学の理念
にも合っていると思うし、第２外国語よりよほど役立つと思う。

付録２
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１０７１

１０７５
１０８６
１０８９
１１２３

１１２９
１１４０
１１４６
１１５４
１１５７

１１６３
１１８３
１２２４

１２３５

１２３７

１２５４
１２７０
１２８４

１２８６
１３０３

１３０７

１３４５

１３４６
１３５４
１４０３

１４３１
１４３８
１４６４

１４６６
１５３７
１５５９
１６３７
１６６０
１６６６
１６７６
１７２９

１７３９

１７４１

文

文
文
文
総

総
総
総
総
総

総
総
総

総

総

総
総
総

総
総

総

理

理
理
理

理
理
理

理
理
理
理
商
総
総
総

総

総

１

１
１
１
２

２
２
２
２
２

２
２
３

４

４

１
１
１

２
３

４

１

１
１
１

１
１
１

１
１
１
３
３
１
１
１

２

２

女

女
女
女
女

女
女
女
女
女

女
男
女

女

男

女
男
男

女
男

女

男

男
男
女

男
男
男

男
男
男
男
男
女
女
男

女

男

是非開講して欲しいです。手話は１つの言語です。職業（将来つきたいもの）にも必要
なので、本当に開講して欲しいです。
１つの言語だと思うから、学ぶ場があってもいいと思う。あるならぜひとりたいです。
英語や独語、仏語などを学ぶのと同じように、手話も一つの言語だと思っているから。
言語のひとつだと思うから。
手話は耳のきこえない人たちにとっての言語で、日本国内での言語の一つを学ぶのは、
英語を学ぶのと同様に重要だと思う。
手話も言語の１つとして社会で使えると思うから。
手話は言語の１つとして考えられるべきだし、障害を考えるいい機会になるから。
英語と同じように、言語だから。
手話しか使えない人と話すことができる。「言語」と通じるものがあると思う。
手話も一つの言語であると思うから。また、関学内にも難聴の学生がおり、手話を使う
機会は十分にあると思うから。
一つの言語として、学ぶ価値があると思います。
手話も一言語であるから、言語政策に対する議論を行うべきだ。
１つの言葉として、知識が増える。独学では少し難しいところがあるから、教えてもら
えるとうれしい。
手話も、英語 中国語のように言語の一つと思う。手話も習う人が増えれば、手話を手
段として会話する人も街にもっと出れるのでは、と思います。
見識が深まる。（言葉のひとつとして使えるようになったらうれしい）問題意識を広げる
きっかけになる。
手話も一つの言語だからみんなに知ってもらうのはいいと思う。
言語文化の１つだから。あまり日常で接することがない。大学って感じがする
手話も立派な言語の一つであるため、また、将来手話が必要とならないとは言い切れな
いから
英語やフランス語などの言語と同様に手話もそのうちの一つであると思うから。
一つの言語として見た場合、外国語でのコミュニケーションだけでなく、手話によるコ
ミュニケーションもできた方が良いと思うから。
言語の幅が広がる。手話の授業がきっかけとなって、ボランティアをしようと思う人が
増えると、良いことだから。
耳のきこえない人、又は、目による情報収集に依存している人達にはとても大切な『言
葉』だから。
様々な言語を知ることはいいことだから
ひとつの言語としての手話を学ぶ場があっても良いと思ったから。
海外では手話は日本よりずっとさかんに使用されていて、日本では１つの言語としての
手話の認識が非常にうすいと感じるから。
言語の１つであると思う
難聴者とコミュニケーション出来る一つの外国語（国際語）と思えるから。
障外をもつ人が障外とならないから。ただ障外があるだけで、みんなが知らない手話と
いう言葉でしゃべれないのは不公平だ。
コミュニケーションの幅が広がる。手話は言語である。
手話は一つの“言語”として重要だと思うから
手話も大切な言語であると思うから
手話もひとつの言語ととらえれば、英語と同じくらいの重要性があるとも考えられるから。
手話も１つの言語であるのだから、開講してもなんら不思議ではないと思う。
手話 is one of language like English．
興味があるから。１つの言語として利用されるものだから。
興味もあるし、ある種の言語でもあると思うから。ただ、できるだけ小さめのクラスの
方が学ぶ環境としていいと思う。
手話も１種の言語になると思うし、手話を知ることは自分にとっても耳のきこえない人
にとってもプラスになると思うから
手話も一つの言語として考えた際、その構造や地域隔差は大変興味深く、学問の対象と
なりうる。
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１７６０

１７８４

１７８５
１７８７

総

総

総
総

３

４

４
４

男

男

男
男

まず何よりも「新たな言語ツール」を得ることができるし、これからはバリアフリー
「ことば」も必要だと思う。
音声的な言語だけでなく、体で表すことのできる言語を学ぶことで、さらに言語につい
て理解できると思うので。
言語の一種だととらえれば、有効だと思う。
英語や仏語の様に手話も一つの言語だと思います。
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手話はいかに捉えられているか
―大学生を対象とした調査から―

山 本 雅 代

手話は、長らく「言語」としての地位を与えられないままに、ろう者間のコミュニケー

ションの手段として用いられてきた。一方、「言語」と認知されてからの歴史はここ５０年

ほどのものに過ぎない。そうした歴史のずれが背景にあってのことか、一般のみならず言

語に関わる学界にあっても、手話は言語であるとの認知が十分でないらしいことが、手話

研究者や推進者などの言説に読み取れる。

一体、手話はどのように捉えられているのか、言語として認知されていないのか。本稿

では、大学生を対象に実施した手話に関するある質問紙調査の結果の中にその答えの手が

かりを探ってみた。

分析の結果、分析の対象となった１，７９０名の回答者のほぼ４人に１人がこれまでに手話

を学んだ（触れた）ことがあり、その多くが、学校での何らかの活動を通じて、そうした

経験をしてきていることがわかった。ただ、実際に使えるとする者は１０人に１人ほどで、

それもほぼ全員が少し使える程度であった。回答者の半数が手話に興味を持ち、また同じ

く半数ほどが、もし大学の通常の科目として手話の授業が開講されれば学んでみたいと考

えている。また自分が受講するかどうかは別として、多数の者が手話を大学の授業として

開講することはよいことだと考えている。全体として手話はおおむね肯定的に受け止めら

れているようすが伺えた。

本調査の質問項目には、手話を言語として認知しているか否かを直裁に尋ねる問いは含

まれていない。しかし回答者の一部は、「１つの言語であると思うから」（ID＃１０２）、「手

話も１つの言語であるのだから、開講してもなんら不思議ではないと思う」（ID＃１６６０）、

「英語や仏語の様に手話も一つの言語だと思います」（ID＃１７８７）など、自ら、手話が言語

であることを直接的、間接的に語っている。一部とは言え、「手話は言語である」ことを

疑いなく認知している学生たちの存在を確認することとなった。手話を言語として認知す

る新しい世代が育ちつつあることを示唆する調査結果であった。
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